
  
 

 
                    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

第
一
回
支
部
研
修
会
は
、
七 

月
九
日
（
土
）、 

午
後
二
時
か
ら 

五
時
ま
で
、
茅 

ヶ
崎
市
コ
ミ
ュ 

ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー 

ル
Ａ
Ｂ
会
議
室 

に
て
行
わ
れ
た
。 

 

参
加
者
は
、 

四
十
四
名
（
他 

支
部
十
四
名
）。 
 

研
修
内
容
は
、 

「
日
本
版
Ｌ
Ｌ 

Ｐ
―
有
限
責
任 

 

     

十
一
月
五
日
（
土
）
、
午
後
二 

時
か
ら
五
時
ま
で
、
藤
沢
市
民 

会
館
第
二
会
議
室
に
お
い
て
、 

第
二
回
支
部
研
修
会
が
開
催
さ 

れ
た
。 

 

テ
ー
マ
は
、「
権
利
義
務
に
関 

す
る
書
類
の
作
り
方
～
契
約
に 

関
す
る
相
談
に
応
え
る
た
め
の 

法
的
留
意
点
～
」
で
、
講
師
は
、 

藤
沢
公
証
役
場
の
大
熊
良
臣
公 

証
人
。
（
写
真
上
）
。 

 

大
熊
公
証
人
は
、
ま
ず
、
契 

約
に
関
す
る
基
礎
、
す
な
わ
ち
、 

契
約
の
三
要
素
、
契
約
の
成
立
、 

契
約
の
分
類
に
つ
い
て
解
説
。 

                  

書
類
作
成
に
お
け
る
基
礎
知
識 

の
重
要
性
を
力
説
さ
れ
た
。 

 

次
に
、
各
論
と
し
て
、
金
銭 

消
費
貸
借
契
約
、
賃
貸
借
契
約
、 

売
買
契
約
、
贈
与
契
約
等
に
つ 

い
て
解
説
。
一
般
的
留
意
事
項 

の
ほ
か
に
、
そ
れ
ら
の
契
約
に 

お
い
て
特
に
問
題
と
な
る
事
項 

（
親
子
間
の
金
銭
消
費
貸
借
、 

借
地
借
家
法
に
定
め
ら
れ
た
賃 

貸
形
態
の
概
要
、
死
因
贈
与
契 

約
と
遺
贈
等
）
に
つ
い
て
も
言 

及
さ
れ
た
。 

 

今
回
の
研
修
に
関
す
る
関
心 

は
高
く
、
四
十
九
名
が
参
加
し 

た
（
他
支
部
六
名
）
。 

 

質
疑
応
答
も
活
発
で
、
ど
ん 

な
質
問
に
も
丁
寧
に
回
答
を
頂 

い
た
。 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

事
業
組
合
―
に
つ
い
て
」
で
、 

講
師
は
、
当
支
部
副
支
部
長
の 

神
本
千
石
会
員
。 

 
Ｌ
Ｌ
Ｐ
・
有
限
責
任
事
業
組 

合
は
、
新
会
社
法
の
施
行
に
先 

立
っ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
新
組
織
。 

神
本
講
師
は
、こ
れ
に
つ
い
て
、 

特
徴
、
他
の
組
織
と
の
違
い
、 

設
立
す
る
た
め
の
手
順
等
に
つ 

い
て
、
丁
寧
に
解
説
さ
れ
た
。 

ま
た
、
新
会
社
法
に
関
し
て
も 

言
及
さ
れ
、「
こ
れ
ら
新
制
度
に 

関
す
る
知
識
を
蓄
え
、
仕
事
に 

つ
な
げ
て
欲
し
い
」
と
締
め
括 

ら
れ
た
。 

                                      

                                      

＊
契
約
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
丁

寧
に
解
説
さ
れ
る
大
熊
公
証
人

＊
神
本
講
師
の
講
義
に
、
熱
心
に

耳
を
傾
け
る
会
員
達
。 

 
 
 
 
さる１１月５日（土）、第２回支部研修会の修了後に、藤沢さいか屋８階『煌蘭』にお

いて、講師の大熊良臣先生にもご参加頂き、秋の大懇親会を開きました。 
中華料理ならではの４つの円卓のそれぞれに８～９人が分かれて座り、次々と運ばれて

くる料理を思う存分堪能しました（参加者は、支部会員３３名、他支部会員２名の計３

５名）。 
まずは、支部総務部員の青木真由子さんの司会の下、水島早苗支部長が開会の挨拶をさ

れました。 
湘南支部の面々が一同に会する懇親会が久しぶりという状況の中、円卓ということもあ

ってか、会話も弾み、一人一人の自己紹介が始まる頃には、かなりの盛り上がりを見せ

ていました。 
新たに湘南支部に入会した方、他支部の方にも参加して頂き、近況から業務のことに至

るまで幅広い意見交換が行なわれていたようです。 
 
 
 


